
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 1203 

令和５年度 芸術科 

 

教科 書道 科目 書道Ⅰ 
単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 「書Ⅰ」 （光村出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・中学校で学んだ知識を活かしつつ書道における基礎的な技術、技法を学習します。 

・古典作品など、臨書を通してさまざまな書表現を学びます。 

・クラスメイトと作品を鑑賞しあう中で、それぞれの見方、感じ方の違いを共有し、表現に対す

る理解を深めます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書

の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を育成する。 

書の表現方法や多様性を理解するとともに書写能力の向上、基礎的な技能の習得を図る。書のよ

さを考え表現を工夫したり、その美しさを味わうことができる。 

またこれらの活動に主体的に取り組むことができる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・書の表現の方法や形式、書

表現の多様性について幅広

く理解している。 

・書写能力を向上させると

ともに、書の伝統に基づき、

作品を効果的に表現するた

めの基礎的な技能を身に付

け、表している。 

・書のよさや美しさを感じ取

り、感性を働かせながら、自

らの意図に基づいて構想し、

表現を工夫している。 

 

・書の創造的活動の喜びを味

わい、書の伝統と文化に関心

をもって、主体的に表現や鑑

賞の創造的活動に取り組も

うとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

ス
テ
ー
ジ

j 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 漢
字
の
書 

・国語科書写と芸術科書道 

・書体の変遷 

 

b:書道の類似点・相違点、書体につい 

て学習し、さまざまな書のよさを理解し 

表現できている。 

c:書写と書道の類似点・相違点、書体に

ついて興味を持ち、今後の学習に意欲

的に取り組もうとしている。 

提出作品 レポート 鑑賞プリ

ント 

・五書体の学習（楷書・行書） a:古典に基づく基本的な用筆・運 

筆や、古典の線質、字形や構成を 

身につけている。 

c:各古典を鑑賞し、それぞれの特

徴を理解し、よさや美しさを味わっ

ている。  

提出作品 レポート 鑑賞プ リ

ント 

振り返りプ

リント 

２ 漢
字
の
書 

・五書体の学習（草書・隷書・

篆書） 

・古典を生かした創作 

a:各書体の基本的な用筆方法を理

解し、身につけ表している 

b:古典の学習を通して習得した知

識・技能を生かし、書体・書風・構

成などを工夫して表現できている。 

c:他生徒の作品を鑑賞し合い、そ

のよさや表現方法を感じ取ろうとし

ている。 

提出作品 レポート 

草稿 

鑑賞プ リ

ント 

振り返りプ

リント 

仮
名
の
書 

・仮名の成立、変体仮名の学

習 

・古典を通じた仮名の学習 

a:時代による仮名文字の推移と、万

葉仮名、草仮名、女手、片仮名そ

れぞれの性質、またひらがなと変体

仮名の違いを理解している。 

b:仮名の線質の特徴を捉え、それ

を表現するための用筆・運筆を理

解している。 

c:仮名の成立の関心をもち、古筆

の鑑賞を通してそのよさや美しさを

味わっている。 

提出作品 レポート 

 

鑑賞プ リ

ント 

振り返りプ

リント 
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３ 漢
字
仮
名
交
じ
り
書 

 
 

 
 

 

の ・五書体、仮名を生かした漢

字仮名交じりの書の創作 

a:古典や古筆の学習を通して習得

した、書体・書風や紙面構成、用

具・用材による特徴を理解してい

る。 

b:題材から連想するイメージの違い

や表現の工夫によって、多彩な書

の表現が生まれることを理解し、そ

れぞれの表現のよさを味わってい

る。 

c:漢字仮名交じりの所の捜索に関

心をもち、主体的に取り組んでい

る。 

提出作品 レポート 

草稿 

鑑賞プ リ

ント 

振り返りプ

リント 

篆
刻
・刻
字 

・篆刻、刻字の学習 a:篆刻、刻字政策の手順を理解

し、布字、運刀に関する知識や技

法を理解している。 

b:さまざまな篆刻、刻字作品を鑑賞

ｓ、刻字が身近な環境や文化で活

用されていることに気づく。 

c:篆刻、刻字に関心をもち、主体的

に制作に取り組んでいる。 

 

提出作品 レポート 

草稿 

鑑賞プ リ

ント 

振り返りプ

リント 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


